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１：瓦はどうやってつくられたのでしょう

◎瓦はいつから作られるようになったのか

 瓦づくりの技術が伝わったのは・・・

 ・『日本書紀』より     
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に瓦が必要になった為、あみだされた

ていましたが、近年の研究成果

721)では桶巻きが優勢で

なる。梅谷瓦窯では、平城
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２：下寺尾廃寺の瓦はどんなものがあるのでしょう

 

今までみつかっているのは

います。お寺の時期はざっくりいって

平瓦と丸瓦しかわかっていません

下寺尾廃寺で最初に使われたと

弁蓮華文軒丸瓦です。この瓦

が特徴的な瓦なのですが、同

僧寺や尼寺、平塚市の相模国府域

瓦の顔（瓦当面）は、だいたい

も使っているとだんだん表面

が入り込んで、これが転写されて

「笵傷
は ん き ず

」と呼ばれる痕跡になります

いくつもみつける事ができます

この瓦には笵傷がいくつも

から出土している瓦にみられたり

から出土した瓦にみられたりするので
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単弁六弁蓮華文軒丸瓦

きともいう） 

丸瓦。粘土板でつくられ  たも

でつくられたものがある。凹面側に模骨痕跡が

い枠板幅のものを「竹状模骨痕」

とよばれる段差がある丸瓦。 

実際にやってみましょう！！ 

はどんなものがあるのでしょう？ 

までみつかっているのは軒丸瓦が２種、鬼瓦１種、平瓦２種、丸瓦が

ざっくりいって３時期が想定されていますが、最初

しかわかっていません。 

われたと考えられる軒丸瓦は、単弁六

瓦は間弁が一部欠損しているところ

同じ文様の瓦が海老名市の相模国分

相模国府域から確認されているのです。 

だいたい木製版で作られますが、何度

表面が割れてきます。その隙間に粘土

されて瓦当面にうつしだされるのが

になります。よくよく瓦の顔をみてみると、こうした

ます。 

がいくつも確認されるのですが、相模国分寺にはない傷

みられたり、下寺尾廃寺から出土した瓦にはみられない

にみられたりするので、つくられた順番を追うことができるのです
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にはみられない傷が国府域

きるのです。 



次に確認されている軒丸瓦は、ちょっと型崩れしたような文様意匠の軒瓦です。素弁と

よばれる蓮弁で、中房は圏線で区画された中に大ぶりの蓮子を二つ配置しています。お世

辞にも「上手」といえるような瓦ではないような気がしますが、当時の瓦工人たちは一生

懸命作ったのでしょう。 

この瓦もよくみてみると、色々な特徴をみる事ができます。 

例えば、瓦当裏面は繁雑にナデ調整をしていますが、部分的に縄叩きをしている痕跡が

みられます。観察をしてみると瓦当面の側面にも縄叩きをしている部分がありますが、こ

れと同じ技法をしている瓦が武蔵国分僧寺の再建瓦から見る事ができます。この縄叩きを

している瓦を作っている瓦窯が、東金子瓦窯でつくった瓦である事がわかっています。 

また、この瓦は作り方がとてもわかりやすい資料となっています。丸瓦の広端面を瓦当

の外縁の部分にあてはめてその下に瓦当面をつけています。丸瓦との接合部分の粘土がと

ても少ないので、瓦を作るには作りやすかったのかもしれませんが、接合している部分が

とても少ない為、剥離した資料が多く見られます。この作り方は「はめこみ技法」と呼ば

れる技法で、御殿山瓦窯で作られた瓦にも同じ技法で作られた瓦がみられます。 

武蔵国分寺の瓦を作っていた瓦工人は、東金子瓦窯から御殿山瓦窯へ移動してつくって

いる事等色々な資料からわかっています。同じような技法が確認される事から、武蔵国分

寺の瓦を作っていた瓦工人に修業にいっていた瓦工人が、下寺尾廃寺の瓦を作っていたの

かもしれませんね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圏線ある場合 
圏線なしの場合 

御殿山の瓦に同じよ

うな瓦があるんだ

な。右下の瓦は千代

廃寺や鐘ヶ嶽廃寺と

同笵瓦なのだぞよ！ 

実際に出土した瓦 

御殿山瓦窯から出土した瓦 



変形格子平瓦 

平瓦は桶巻つくりと一枚作りの瓦がみられますが、ほとんどは桶巻作りの瓦です。凸面

の調整によって大きく４種類にわける事ができます。 

一つは相模の中で一番古いといわれている「下寺尾型」の瓦です。桶巻作りで作られて

いるもので、凹面・凸面ともに、丁寧にヘラナデ調整をしている瓦です。凹面の布目がほ

とんど残らないようにとても綺麗にナデ消しています。この瓦は宗元寺や、鎌倉郡衙の近

くにある千葉地東遺跡からも確認する事ができます。下寺尾廃寺には古い軒丸瓦がみられ

ず、顔がないですお寺ですが、一時期相模で一番古いお寺と考えられていた根拠となって

いたのはこの瓦が出土していたからです。 

次に下寺尾型と同じような胎土で確認されている瓦として桶巻作りの瓦が多くみる事が

できます。下寺尾型ほど丁寧ではありませんが、一次調整で縄叩きしたものをナデ調整に

よって消している瓦で、凹面側には枠板痕跡が明瞭に観察できます。この種類の瓦が下寺

尾廃寺で一番多く出土している瓦です。また、正方形の形に縄叩きの原体が想定される平

瓦がいくつかみられ、少し特徴的なこの瓦は三浦半島の石井瓦窯にみる事ができます。か

つて小字名で「法塔」という地区から採集されていたので「法塔瓦窯」として想定されて

いましたが、現在は石井瓦窯のエリアと一緒に考えて

もよいかもしれないといわれています。 

一枚作りの瓦は、縄叩きの瓦と変形格子の２種が確

認されています。縄叩きの瓦は、乗越瓦窯産と考えら

れる瓦の他、凹面側に「指ナデ文字瓦」という布目を

指でナデた瓦や、「模骨文字」といった凹面側に文字が

浮き掘りになった瓦がみられます。前者は町田市にあ

る瓦尾根瓦窯から、後者は八王子市にある御殿山瓦窯

産で生産が確認されています。縄叩き以外には、右に

あげたような変形格子瓦がありますが、他の遺跡でみ

る事ができません。似たような瓦が相模国府域で確認

されていますが、特徴的な叩き具でありながら同じも

のを見つける事ができません。この瓦は一体どこでつ

くられたのでしょうか。実はこの瓦にも大きなヒントが

隠されていたのです！！ 

 

３：下寺尾廃寺の瓦は、どんな時期に葺かれていたのでしょう？ ～展望と課題～ 

 

 下寺尾廃寺から出土した瓦は、おおよそ４つの時期にわける事ができます。 

・現段階で軒瓦が確認されていないけれど、下寺尾型の平瓦を主とする時期 

・一枚作りの平瓦が採用される時期＝乗越瓦窯産の平瓦を使用する時期 

・国分寺再建瓦を使用する時期＝瓦尾根瓦窯産の平瓦を使用する時期 

・素弁蓮華文軒丸瓦を使用する時期＝御殿山瓦窯産の平瓦を使用する時期 



現段階での下寺尾廃寺の変遷は、報告書によると以下のようにまとめられています。 

寺院造営期（７世紀後半）→寺院創建期（８世紀前半頃）→寺院再建期（８世紀後半頃）

→寺院改修期（９世紀第２四半期～中葉）→寺院廃絶期（９世紀後半）→仏堂期（10世紀

～11世紀代）となっていますが、上手くあてはまるかちょっとみてみましょう。 

平瓦の桶巻作りと一枚作りの比率は、お寺の中心部分では３次調査分ですが伽藍域では

９：１、周辺の集落域では６：４という結果となり、ほとんどが桶巻作りの平瓦である事

がわかります。特に、集落域から確認されている一枚作りの瓦は、カマドの袖の芯材とし

て使用されている事が多く、不要になったからカマドに使用したのか未使用の段階で使用

したのかは、定かではありません。 

瓦を使用した年代を、ある程度わかる範囲から確認していってみましょう。 

乗越瓦窯の瓦を使用する時期は、乗越瓦窯の時期が８世紀第２四半期という年代があた

えられていますので、この時期から後、という年代があてはめられるでしょう。国分寺再

建瓦を使用する時期は、下寺尾廃寺に使われる前に国分僧寺・尼寺で使用されたと想定さ

れている事から、ここの年代が鍵になり、再建の時期を９世紀中頃としている事からもし

くはほぼ同じ時期として想定されるならば、この時期は９世紀第２四半期頃と想定されま

す。素弁蓮華文軒丸瓦については、オリジナルの瓦が御殿山瓦窯で生産された瓦である事

から、この瓦窯の年代を定点に考えてよいかもしれません。御殿山瓦窯の生産が G5窯式

期と呼ばれる時期に生産が多い事を考えると、その時期に該当すると思います。 

ただ、この瓦は面白い瓦でもあります。『小出川河川改修関連遺跡群』の調査で、胎土分

析を行いましたが、その結果、偶然にもこの瓦と同じ胎土の瓦を分析にだしていました。

粘土紐桶巻き作りでつくられ、瓦当と丸瓦の接合部の補充粘土が少ないという特徴をもっ

ています。同様な状況が御殿山瓦窯の瓦にもみられ、先にもでてきました「はめ込み技法」

として周知されています。御殿山瓦窯の製品の特徴とと

てもよく似ている事から、同じように瓦の時期をあてこ

む事ができるでしょう。ところが、胎土分析をおこなっ

た結果、三浦半島を起源とする鉱物が確認されている事

から、三浦半島で作られた瓦の可能性を指摘する結果が

でているのです。こうした状況は、御殿山で瓦生産をし

ていた瓦工人が三浦半島にあるとある瓦窯へ移動して

瓦作りをしていた可能性が考えられるかもしれません。 

 このようにたった１片の瓦からはたくさんの情報を

読み取る事ができます。瓦は、単なる瓦礫ではありませ

ん。一つ一つに、当時の瓦の作った

人々のメッセージがあらわれている、

それを読み取って歴史を復元して未

来につなげていく事が、後世に残され

た私たちの仕事なのだと思います。 

この瓦、横に縦方向に線がみえる

のがわかるかな。これは、粘土を

紐状にしたものを円筒にぐるぐ

るまきつけて筒状にしてつくっ

たのだぞよ。 


